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　は じ め に

　九州 に お け る ゴ キ ブリ類 の 生息分布 に 関 し て

は，朝比奈 （東京 ）に よ る新種記載 ， 黒 佐 （東京）

に よる採集報告，分布資料な ど に よ る ほ か ，短報

に類す る報文が多 い 。 図鑑 ， 解説書類 など に は種

別 に 分 布地を記載す る形式で と り ま と め られ て い

る が，そ の 記載内容 は必ず しも実情に適して い る

とは い い が た い もの が ある 。 こ れ は ， 九州産 ゴ キ

ブ リ類 に 限 らず野外性 ゴ キブリ類全般 に関す る継

続的，生物地理学的研究者が 少 く，
か つ

，
ゴ キブ

リ類研究者が殆 ど 「衛生動物 」
「医動物」 と して

の 概念 に お い て ，ゴ キ ブ リ類 の 研究 を 進 め て い る

か らで あろ うと考え られ る 。

　筆者 は キ ム ラ グ モ HaPtatheta　Kimurai　KISHIDA

研究の た め，九州を回訪 しなが ら林縁，林内，林

床など で 複数の ゴ キブ リ類 と遭遇 し， 朝比奈正二

郎博士の 指導 をうけ て 九州産野外性 ゴ キブ リ類の

地理的分布に つ い て 1975年以来記録 を集積 して来

た 。 今回，朝比奈博士 の 指導 の もと に，1991年 4

月20 日現在で の 中間報告と して の取 りまと めを行

い ，分布の 概要を記録す る こ と に し た 。

　本報文を と りまと め る に あた り ， 常に調査に 同

行 し
， また は 積極的に生息状況調査 に協力下 さっ

て い る 足立高行 （大分市 〉，倉品治男 （別府市）

の 両氏に深 く感謝の 意 をあ ら わ す。ま た
， 貴重な

標本を御恵与下 さ っ た佐 々木茂美氏（大分県在住）

にも誌上 を借 りて厚 く御礼 申し上 げた い 。ま た ，

本報文取 りまとめま で ，種の 同定 ， 分布資料に 関

する助言な ど ， 御多忙 な 日 々 に もか か わ らず終始

御指導を賜わ っ た 朝比奈正 二 郎博士 と
， 本報文 の

掲載 を心よ く御同意賜 わ っ た日本家屋害虫学会の

宰

大分野生生物研究室（870 大分市東八 幡 6 − 3 − 1 ＞

諸先生が た に 深 く感謝の 意 を表す る。

　調査地の 概要

　九州本島及 び屋久 島を主た る調査 地 と し，豊後

水道西岸沿い の 一部の 離島をも含めて ゴ キ ブリ類

の 生息 分布記録 を部分的に 集約 し，九州地方に お

ける生息分布の 概況 を明 らか に す るため1991年 4

月20日現在ま で の 知見資料 に よ っ て 一時的取 りま

と め を行 い
， 予報 とす る 。

　九 州地 方 は 30°12’N 〜34°N ，129°20’E 　一　132
°E

に所在 し，南北に約 430  ，東西 に約250  の 範囲

に 位置 し ， 島弧変動 （藤田至則 ，
1970）の ブ ロ ッ

ク化の 模式 （松本徑夫 ，
1973 ）に よ る と，肥前 一

壱 岐ブロ ッ ク ， 豊前 一豊後 一筑後 ブ ロ ッ ク，中央

構造線 ブ ロ ッ ク
， 北薩〜南薩ブ ロ ッ ク の 四 ブ ロ ッ

ク の 島弧変動が，ほ ぼ鮮新世後期 に始ま り現在 に

及ん で い る地殻変動を示 して い る。地質構造で は

西南日本内帯に 中国帯 ， 西南日本外帯に 四万十 帯

が 主要部 を占め ，
ほ ぼ 中央 部 を東 西 に 中央構造線

が貫走 し て い る （寺岡f也 1971）。

　九 州地方の 気候帯は西側 に 九州気候区，東側 に

表日本気候区，北東部に 瀬戸内気候区に 大別 さ れ

る が
， 海中気候区分 で は亜熱帯 （杉村他，1988），

陸上気候区分で は年低温温帯 （鎮西清高，1988）

に 属 して い る 。九州地方 の 植生領域に 注目す る と
，

そ の 潜在自然植生 はヤブツ バ キク ラ ス 域が殆 どを

占め
，

一部高地に ブナ ク ラ ス 域が 点在 し て い る （宮

脇　昭，1983）。 また，現存 自然植生で は代償植

生域が殆 ど の 地 域を占め，ヤ ブツ バ キ ク ラ ス 域及

びブナク ラ ス 域 は極め て 一部 に点々 と保全 さ れ て

は い る もの の垂 直分布 ， 水平分布共 に 変化 に 富ん

だ遷移 途次植 生な どが認 め られ る （宮脇 　昭，
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マ ダラ ゴ キブ リ幼生の半水生生活 を お くる 渓流環境 （川岸汀線）

　　　　　　　　（鹿 児 島県栗野町佃川支流）

濡 れ砂の 中 か ら出て くるマ ダ ラゴ キブ リ幼生 　 　 　 　 　全身砂 まみ れ だ が実 は
「
半 つ や け し」 状

　　　　 　　　　　　　　　 図 2　 ゴ キ ブ リ類 の フ ィ
ー

ル ド調査状況

1983）。

　九州地方の 現存自然植生の うち ， そ の主要な も

の を例示す る と，海岸林か ら相観 に よ り，マ サ キ ，

トベ ラ ，
ハ マ ビワ ， ウバ メガシなどの海岸低木林，

ヤブツ バ キ，ア ラ カ シ ，コ ジ イ，ス ダジイ，タ ブ，

ア カ ガ シ，イス ノキな どの 典型的な 照葉樹林 （そ

の 殆 どは二 次林で あ る が ），標高 900m 前後 を下限

と して モ ミ，ツ ガ
， ケヤキ ， シオ ジ ， ミズ ナ ラ ，

ブナ など の 針葉樹林及び夏緑林が そ れ ぞ れ 成立 し

て い る 。 ア カ マ ツ林 は広 く乾燥尾 根な どに成立 し ，

ク ロ マ ツ林 は海崖，海浜 な ど に 成立 して い る の が

一般的で ある。自然植生 は相観 に よる 限 り ， そ の

植生域範囲 を漸減 し，入為植栽 に よ る マ ツ ・ス

ギ ・ヒ ノ キ林 に 転換 され
， 野生動物 の 生息環 境に

人為干渉が徹底的に及 ぼうと して い る 。 九州地方

で は ， 食植 性 の ゴ キブ リ類 が 自然植生 に 従属性 を

示す傾向を知見 し続 け て い る だ け に，地 史的歴 史

を もつ 昆 虫の 生息環 境との 従属性 を明 らか に す る

フ ィ
ー

ル ドと し て ，九州地方は 国内で もす ぐ れ た

地域で あ る との 評価 に た っ て
，

こ の地方 を 調査研

究の 場と し た （調査地の 特徴 は図
一 1 ・2 に と り

ま とめ て 掲記 した）。
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　調 査 方 法

　 1． 主 として 目視 ， 手捜 し（い わ ゆ る ハ ン ド ソ
ー

テ ィ ン グ）に よ っ た 。 筆者が九州地方の キ ム ラグ

モ （”ePtathela 　kimurai）の 個体群研 究を継 続 して

い る た め，キ ム ラ グ モ の Habitat　Population を

調査す る に あた り ， そ の 生息地周辺の 自然環境の

概要を調査記録 す る機会を利用 した 。 従 っ て ゴ キ

ブリに 関 して は方形区調査な ど に よら な い で
， ア

トラ ン ダ ム に手捜 しし ， 林楓 倒木，リター，林

縁部の マ ン ト
ー
袖群落 など に 対す る 目撃調査 を主

と し た 。生息種 ， 生息環境 ， 出現個体数 ， 出現個

体の 生活令 （推定〉など に注目 した 記録 に よ っ て ，

九 州地方 の 分 布概況 を知 る こ と が主 た る 目的 で

あ っ た か ら定量 的調査方法 を 避 け た
。 ま た ， リ

タ
ー

， 林 床に 対 す る生息種調査 で は 1 目 5m ／m

× 5m ／m 程度 の 網 目をもつ プラ ス チ ッ ク製 の カ ゴ

を用 い て シ フ トす る方法 と， リターを す く い 取 り

の 上，持 ち帰 っ て ツ ル グ レ ン に よ る 72時間照射法

を併用 し た 。

　結果 と考察

　1975年以 降 ， 九 州地域の フ ィ
ール ド調査に よ り

1991 年 4 月20日現在 ま で に生息分布を視認 し た ゴ

キブ リ類は 次の 3 亜目 7科 ， ユ2属，20種 で あ る。

（註 ）分類 は 日本産昆虫総目録 （九大平嶋1989）に よ っ

　 　 た。

ゴ キブ リ科 Blattidae

　　 ワ モ ン ゴキブ リ

　　 コ ワ モ ン ゴキブ リ

　　 トビイロ ゴキブ リ

　　ク ロ ゴ キブ リ

　　ヤ マ トゴ キブ リ

　　ウ ル シゴキブ リ

チ ビ ゴ キブ リ科

Periplaneta　americana

P ．australasiae

PbrZtnnea

P 伽 Z忽 ηoεα

PJ
’
aPonica

P 洳 砌 π α

　　　　　　　 Anaplectidae

　　ク ロ モ ン チ ビゴキブ リ　AnaPlectetla　jaPonica
ヒ メ ク ロ ゴ キ ブリ科 Chorisoneuridae

　　ヒ メ ク ロ ゴ キ ブ リ　Chorisoneura　nig γ a

チ ャ バ ネゴ キ ブリ科 Blattellidae

チ ャ バ ネゴ キブ リ

モ リチ ャ バ ネゴ キブ リ

ヒ メ チ ャ バ ネゴ キブ リ

ウス ヒ ラ タ ゴ キ ブリ

Blattegla　germanica

β．niPPonica

B．Zゴ如 ガω 」薦

0 ηツ‘hostylus　pallido一

　　　　　　　　　　　　　 ltts　PallidOlus

　　キ チ ャ バ ネゴ キブ リ　SymPloce　」
’
aPonica

　　キス ジ ゴ キブ リ　 S．stn
’
ata 　strt

’
ata

　　ツチ ゴ キ ブリ　　Margattea　ku皿 a 皿 otonis

　 　 　 　 　　 　 　 　 　 kumamotonis

オ ガサ ワ ラ ゴ キ ブリ科 PynQscelidae

　　オガサ ワ ラゴキブ リ　P）cnoscelis 　surina 一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 m θnsts

マ ダ ラ ゴ キ ブ リ科 Epilampridae

　　サ ツ マ ゴ キブ リ　CiPi
’
sthoPlatia 　on

’
entalis

　　マ ダラ ゴ キブ リ　RhabclOblatta　9Ztttigera

オオ ゴ キブ リ科 Panesthidae

　　オオ ゴ キ ブリ　Panesthia　spaddea

　　ク チ キゴ キブ リ　Salganea　taiwanensis

（註 ）朝比 奈 （東京）ら に よ っ て キ ョ ウ トゴ キブ リ

　　 A5効 伽 如 蝕 ）ホ鷹 齲 サ ツ マ ツ チ ゴ キ ブ リ 7hegano−

　　 silPha 　satsumana ，ほか 3種 ， 計 2科，5 属， 5種

　　 が ， そ れ ぞ れ 報告 さ れ て い る が
， 筆者 は ま だ九

　　 州本島及 び屋久島 に お い て 自ら視認 して い な い 。

　　 従 っ て本報文で は 調査結果 を厳密 に と ら え，現

　　 地踏査〜視認 に よ っ て生息分布を確認 し た20種

　 　 に とどめ た。

　 こ れ ら20種 に つ い て ， 筆者が 目撃 し ， 採捕 し ，

朝比 奈 （東京）に よ っ て 同定 し た 結果 を参照 し て

同定 し た結果，各種 ご と に ゾ
ー

ニ ン グ出来る範囲

で 分布地域を示 し た もの が図 3 ・4で あ る 。

　図 3 ・ 4 に示 した ゾ ー
ニ ン グは一地方で 5 ポイ

ン ト以 上 の 確認が あ り，植生 ， 森林形態 ， 地 形，

人類文化地形態 などか ら経験的に判断 し て ゾ ー
ニ

ン グした もの で あ る 。 従 っ て 区分 した ゾーニ ン グ

エ リヤ全域を ， くまな く踏査 した うえ で 分布 を確

認 した もの で は な く，そ の 点 ， 知見資料を もと に

し た若干感覚的な ゾーニ ン グ で あ る こ とを ， あ ら

か じめ お こ とわ りして お く。

　以下 ， 図 3 ・4 に よっ て
， 掲記 した ゴ キ ブリ類

の 地 理 的分布状況 に 関 し ， 調査 結果をと り ま と め

なが ら ， 若干の 考察を加え る 。

　（1） ワモンゴキ ブリ

　九 州各県 の 温 泉地，温熱排水溝や浄化槽内に適

応 し て い る 。 集中的な Habitat　Population を形

成す る種 で ， 1975年 6 月 24日大分市内の 集合住宅
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図 3　九 州 に お け る ゴ キブ リ類の 分布

地の公共下水道 にお い て，筆者らに よ り発見 され

た個体群をは じめ ， 鹿児島県指宿市， 熊本県水俣

市 な ど の 温泉排水溝 を中心 と して 確認事例が続

き ， 衛生害虫の 異常繁殖 と して 注 目され て い る 。

大分県下，別府市 に お ける追跡 調査 （1975年 8 月）

で は，温水排水溝の 上 流側に あ っ た大規模な温泉

熱利用熱帯植物園が，別府市に お ける全域拡散の

基点 と な っ て い る こ とを知見 し た 。
こ れ は下流域

か ら遡行調査 をす す めた結果同植物園 に つ な が る

温水排水溝 に よ っ て 確認 さ れ た もの で あ る。都市
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　　　　　　 図 4　九 州 に お け る ゴ キ ブ リ類 の 分布

や観光地に お ける下水道整備の進渉に つ れ て
， 下

水道内部に流入する温熱排水量の 流水に対す る比

率は 増加 し， 下水溝暗渠内の 平均気温の上昇 が予

想 され るだ け に， こ の 種 の 地理 的分布が拡 大 さ れ

る原 因は 極 め て 人為 的な も の で あ る と考え られ

る 。 住環境整備が人為的利用感覚 だけを基本と し

て 設 計 さ れ る 以上， ワ モ ン ゴ キ ブ リの Habitat

Population は 国内で Species　Population に ま で

拡大す る 予想 は た や す く
，

こ の ため本来の 自然推

移 を無視 した都市環境の 管理 は ， 特に偏 っ た生態

系の 偏重 として 検討す る 必要が あ る もの と考え ら

れ る 。

　（2） コ ワ モ ン ゴキブリ

　1976年 9 月 ， 大分県大分市 に 所在 す る 全国的

チ ェ
ー ン の ス ーパ ーの テナ ン トに お い て ，九州で

初見 し て 以来 ， 九州本島 の 都市化 され た市街地 の

ビル で 集中的な生息分布を確認 した 。 確認例の う
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ち共通的環境要素と認め ら れ た もの に 業務用 カ

レー
ル
ー （固型，ダン ボ

ー
ル箱梱包）が ある 。 あ

る特定の業務用 カ レー
ル

ーの空箱に 限 っ て 集中的

な Habitat　Popuiation が形 成 さ れ て い た 。 同 じ

現象は 九州地方 ， 四県六 都市の 同系列 ス
ーパ ー

の

テ ナン トで 目撃 さ れ て い る か ら業務用 カ レー
ル

ー

メ ーカ ーか
，

そ の 流通基地 な どが分布拡大 に イ ン

パ ク トを持つ こ とが推察され る。

　こ の 種の分布状況 に関 して も，人為的要因に よ

る地理的分布拡大が 主たる拡散原因 と考え られ る

こ と は
， 前記 し た新知見地 で の 知見状況か ら肯定

的 で あろ う 。 併 せ て 特定 の Habitat　Population

形成地 を基点と し た 拡散は ，エ ア コ ン ダク ト， 調

理用排水溝 ， ケ
ーブ ル ダク ト， ダム ウ ェ イターダ

ク ト，床面，天井裏 などを中間径路と して ビ ル 内

に拡散 し ，
ビル の 構造上必 須とな る排水溝 ， 下水

溝，開放通路な どに よ っ て 地域に 拡散す る ル
ー

ト

が典型的で ある。拡散した コ ワ モ ン ゴ キ ブリが定

着 し， 地域 に適応す るか 否か につ い て は ， 基点と

な っ た ビ ル 周 辺 の 排水溝な どの
， 温排水量 と溝内

温度とが大き な要因性 を持つ も の と知見 され て い

るが ，
こ の 報文で は触れな い 。

　（3｝　トビイ ロ ゴキ ブリ

　九 州で 初見は 1977年 5 月13日，大分県別府市 に

所在す る ゴル フ 場 の ク ラ ブハ ウ ス 内， 浴室脱衣場

で ある 。 そ の 後北九州の ビジネス ホ テ ル
， 病院群 ，

博多 の 市街 地 ビ ル 群 ， 長崎 の ホ テ ル群な ど計 8市

街地 で知見 し た 。 比の種の 特徴 は
， 夏季を越え る

と知兄 しが た くなる傾向が見受 け ら れ る こ と で ，

そ の 理由など に 関 して筆者は追跡出来て い な い 。

　然 しな が ら ，
こ の 種が ワ モ ン ゴ キブ リ， コ ワ モ

ン ゴ キ ブリなど とは，生 活上 の 環境対応 に 明 ら か

に異る要素と対応 して い る こ とが うかが われ今後

の 課題 の
一

つ と な る 。

　（4） ク ロ ゴ キ ブリ

　九州全域に生息 して い る 。こ と に 市街地 ビル 群

で は飲料水槽 （高置給水槽 ， 受水槽 ）， 湧水槽 ，

汚水槽な どに適応 し ， その 水際線周辺 に好ん で 産

卵す る傾向が見 う け ら れ る 。 屋 内型種 の 九州代表

的種 で あ る が家具 ， 押入 れ など の 産卵行動 は筆者

ら の 体験的知見で も50年以 ．ヒ，同 じ行動が 見 うけ

られ たが ， 槽類に 適応 した の は 1978年別府市で 初

見 し て 以来，増加す る知見例 で あ る。九 州全域 の

生 息 と い う事実 は
一

般的に 知悉 さ れ て い る が ，山

間部や僻地の 農家で は農機具小屋 ， 家畜棟 ， 納屋

な ど に 生 息 し夜間飛来す る行動習性 を示す。一般

的に九州で 生活す る農民 はク ロ ゴ キブリを
「
ア ブ

ラ ム シ 」
「ア マ メ 」 な どの 方言で 呼び生活域 の 昆

虫と 理解 して い る。九 州地方 の 山間 ， 僻地 の い た

る と こ ろ で 知見 さ れ
， 標高900m 前後を垂直分布

限界 とす る生息分布が認め られ る 。 筆者 は大分市

西郊 ， 高崎山麓で 育 ち ， 薪小屋 の ク ロ ゴ キブ リの

産卵な どの 記憶が あ り，従 っ て ク ロ ゴキブ リは昔

か ら九州 に定着 し た 昆虫 で あ る と理解 して い た。

長 じて ク ロ ゴ キ ブリが帰化種 と教わ っ たが，こ の

点が
， 誰に た だ すべ くもな い 疑問点 と して残 され

て い る 。 感覚的に で は ある が，昭和初期以前 の 流

通経済 の 状況等を勘案 し て も，山間僻地 の 農家に

体験的に知見 さ れ て い た こ となど を併せ考える と

「原産種 ？」 と し て 理解す る べ き で あ ろ うと考え

ら れ る 。 北米 と 日本 （緒 方 ら，／985）， 環太平洋

温 帯部 （朝比 奈 ， 1981｝の 分布解説など，多様な

解釈 の 原点 と な っ た解説に つ い て ，朝比奈 （1981）

の 記述 の よう に
「原産地不明 」 か ら積極的 に 環 太

平洋温帯部原産 と解 し，西南 日本定着種 と考え て

もい い の で は な か ろ うか 。 こ の 点 に つ い て 筆者の

感 覚的論拠 は幼時体験 と，現在の 常緑照葉樹林帯

林縁部リタ
ー

， 倒木な ど に本種が生息す る知見と

が併せ て 判断基準と な っ て い る こ と を付記す る 。

　（5） ヤ マ トゴキ ブリ

　本州分 布の 日本原産種 と さ れ て い る種 で あ る

が
， 大分 県東国東郡武蔵町所 在 ， 大分 空港貨物タ

ー

ミナル で 1976年 10月 ， 大分市駄 の 原 所在西 大分港

埠頭 で ］976年 10月 ， 別府市南石垣所在国際観光港

埠頭 ターミナル ビ ル で ユ981年 8 月 ， 宮崎県 日向市

所在カ
ー

フ ェ リ
ー

タ
ー

ミナ ル ビ ル売店で 1986年 9

月 ，
い ずれ も 1 〜 3個体が 発 見 さ れ た。全地点と

もに流通基地 的存在で あ り，か つ 爾後の 再発見な

ど も知見 さ れ ず，一時的侵入 （移入 ）分布 と考え

ら れ る 。 但 し カ
ー

フ ェ リ
ー

な ど流通機構，宅配便

な ど の 流通形態や，こ れ ら が も た ら す 流通速度短
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縮な ど に注 目する と本種の 分布拡大は ，す くな く

と も こ こ 10年程度の 短期間で相当の拡散が予想 さ

れ る の で は な か ろ う か 。

　（6） ウル シゴキ ブリ

　筆者が本種 を初見 し た の は 1978年 5 月 ， 大分県

臼杵市所在，津久見島の ス ダジイ林林縁部 の 酸性

凝灰岩礫 と オ ニ ヤ ブ ソ テ ツ，ダン チ ク落葉内に い

た個体で あ る 。 そ の 後の 調査で は ， 現段階で は熊

本県三 角半島と大分 県佐賀関半島 を結ぶ 仮定線以

南で ， ご く普通 に知見 され る種 である。 こ とに常

緑照 葉樹 林の 林縁部を中心 と し林縁か ら林 内に

20m ほ どの リタ
ー

層，林内 の ギ ャ ッ プ周縁 の リ

ター層 ， 倒木な ど に生息 して い る こ とが認め られ

る 。

　鹿児 島県姶良郡栗野町 ， 熊本県水俣市小津奈木

で の ，い ずれ も 2 月初旬〜 3月初旬 の 知見 で はカ

ナ ヘ ビ の 越 冬穴 に 12 − 20個体が 同居 し越冬 中 で あ

る こ とを知見 し て い る （足立高行 ， 倉品治男，筆

者 ，
1990

，
1991

， 末発表）。コ ジ イ林，ス ダジ イ林 ，

イチ イガ シ林，イス ノキ林 ，
ア ラ カ シ林 ， 等 の 再

生照葉樹林 に 従属性 が 認 め ら れ る か の 知見 が 多

く ， 今後 ，
こ の 種の環境指摘性を追究 した い

。

　〔7） クロ モ ンチビ ゴキブリ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 さ　ざむ た

1984年 9 月 27日 ， 大分 市所在西寒多神社の イチ イ

ガ シ林内で 初見 。 ヤブ ツ バ キ ，
コ ジ イ， ピ サ カキ ，

ク ロ キな ど の低木層空間を飛翔 し， 3 − 4秒飛翔

して は低木枝葉 に静止 し，再び飛翔す る と い う行

動 を く り か え し て い た 。 ユ 回 の 飛翔距 離は 4 〜

5m で
， 飛翔高度0．6〜1．8m ，目撃例の う ち最長

飛翔距離 は 8．5m ，最高飛翔高度は 2．　7m で ，静止

行動の 場 合 は
， ヤ ブ ツ バ キ の 葉裹が もっ と も多

か っ た 。こ の 種 は
， そ の 後大分市東部の 坂 ノ市所

在 ， 日吉神社の コ ジイ林 ， 佐賀関町の コ ジ イ林，

佐伯市城山の コ ジ イ林，宮崎県 日向市の ウバ メ ガ

シ林 ，同高鍋町の ア ラ カ シ林 など ， 九州本島南部

を中心 に 沿海部で 分 布 して い る こ とを確認 した。

1979年10月に 宮田彬 （大分 医科大学 ）が ラ イ トト

ラ ッ プで ，1950年10月 に 黒佐和義 （東京都在住）

が ビー
テ ィ ン グで ， そ れ ぞ れ採捕 した記録が あ り

稀少種か と考え ら れ て い たが ， 前掲の 沿海域に所

在す る常緑照葉樹林帯の 低木層 空間で は ， 9 月〜

10月に か け て 最 も目撃で き る種で あ り
， 出現 期に

偏 り が あ っ た た め 採捕例が 少な か っ た の で は な い

か と考え られ る。本種 も ， そ の 生息が 目撃で きる

森林環境 に共通性が認め られ
， 今後 ， 環境指標種

と して 追究す る必要が ある もの と考え られる。

　（8｝ ヒメ クロ ゴキブリ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い すわら

　1988年 6 月 28日 ， 大分市所在，柞原八 幡宮 の コ

ジ イ林で 初見 した ♀個体 ，
1989年 7 月 18日 ， 大分

県南海部郡鶴見町鶴見崎 の ウバ メ ガ シ林で佐 々木

茂美 （大分県在住）が採捕 し た ♂個体を再見 した

ほ か，
1950年 6 月黒佐和義 （東京在住）に より佐

伯市で採捕 さ れ た記録 もあ る 。従来の 記載で は主

と して柑橘類の枝葉で 採集 され て い る が
， 常緑照

葉樹林の 再生林内で も 6 〜 7 月に は 目撃 さ れ る 。

個体数は 少な い
。 前種 と同じ く常緑照葉樹林中ど

の 組成種 と結び つ く か 指標性 を追究 し た い 種で あ

る 。

　（9） チ ャ バ ネゴキブリ

　 今で は 日本全国分布種 として知 られ て い る。九

州地方 で は 九州本島 ， 屋久 島と もに人類文化地（都

市型集落地 ）を主要分布地と して 生息 し て い る 。

然 しなが ら ， 例え ば熊本県八代郡泉村の 川辺川流

域な どま で は侵入 分布が 認め られ な い
。 宮崎県東

臼杵郡椎葉村上椎葉 な ど の 小規模密集集落地 で

は ， まれ に ス ーパ ー型小売店舗で散見 される 。 九

州地方 で 筆者の 知見 した限 り で は都市型集落地 に

従属性が強 く，ビル な ど エ ア ー
コ ン トロ

ー
ル シ ス

テ ム を持っ 建物空間や温熱機器周域を好 ん で生息

す る種 と思 え る。都市型集落地郊外 に あ る 自販機 ，

エ ア
ー

コ ン トロ
ール シ ス テ ム の な い 和風建 物で

は
， 購入 ， 仕入品 な ど流通 シ ス テ ム に よる侵入 は

認 め ら れ て も
，

一
時的な個体群増殖が 認め られ る

だ け で
， 直ち に終熄す る傾向が強 い 。 特異 な事例

で は あ る が ，大分県下 の 地方町村 （人口 18
，
　OOO人

規模 ）で
， 町内の 民 家に チ ャ バ ネゴ キブ リが異常

に 拡散 し た 。 1978年夏，保健衛生機関と共同 で こ

の 原因を追跡調査 した結果 ， 養鶏飼料会社在庫倉

庫 → 農業実習用鶏舎 → 生産卵 パ ッ ク → 町 内ス
ー

パ ー→ 市民家庭の ル
ー

トが確認され，実習用鶏舎
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の 飼料倉庫 の 在庫期間を短縮 す る こ とと，生産卵

パ ッ ク室 の 切 り はな しな どの 環境要素 コ ン トロ
ー

ル に よ っ て
，

ほ ぼ 4 ヶ 月で 町域の チ ャバ ネゴキブ

リ分布を極限的 に 縮少する こ とが出来た 。
こ の 体

験か ら も流通 シス テ ム が昆 虫類 の 人為的分布 に は

た す役割 りは今後注 目す べ き もの が あ る。

　圃 　モ 1丿チ ャ バ ネゴキ ブリ

　九 州地方で は全域分 布種と考え られ る。チ ャ バ

ネゴ キブリも全域分布と考え られ て い る が特定の

環境要素を要求 し，特定空 間を指向す る性質があ

る の に比 して ，
モ リチ ャ バ ネゴ キ ブリは標高 Om

〜1，000m に わ た っ て屋外型の 生活型 を保 ちつ つ

平均的に生息分布 して い る 。 福岡市天神町の パ ー

キ ン グ場外柵に沿 っ て ヨ モ ギ，チ ガヤ ，
セ イ ヨ ウ

タ ン ポポ，チ カ ラ シ バ な どが生育 し て い る局地草

地 ， 別府市北浜 の デパ ー
トビ ル 西方裸地 に生育す

る地這性草本群落，そ の 他，九 州地 方の 至 る と こ

ろ で容易に 目撃され る 。 こ の 種 の 生息環境は都市

型 ， 農耕地型 ， 林縁型 な ど の 区分は あて は ま らず ，

リタ
ー

層類似環境が あれ ばい い と考え ら れ る。但

し，森林内で は ク ロ
ーネの ギ ャ ッ プが 大 き い 場所

ほ ど個 体群密度が高 い こ と は
，

こ れ ま で に 知見 さ

れ た 特徴 で あ り，や は り環境指標性を追究す べ き

種で あろ う。

　鯛 　ヒメ チ ャ バ ネゴキ ブリ

　 日南地方で初見 し て以来，日南市平山の海岸ク

ロ マ ツ林 ， 南郷町市木の ク ロ マ ツ林 ， 宮崎市
一ツ

葉，鹿児島県大崎町，内之浦町，佐多町，大根占

町 ，指宿市，開 聞町な ど，い ずれ も海岸 ク ロ マ ツ

林 ，
トベ ラ ーマ サ キ林，で 生息 を視認 し て い る 。

ク ロ マ ツ 林に 従属性が ある の か
， 海岸低木林 に従

属性が ある の か を継続調査 した い 種で ある 。

　（12） ウス ヒラタゴキブリ

　鹿児 島県肝属郡内之 浦町岸良 ，姫門神社周域 の

マ テ バ シ イ林に ある人為崖に生育す る コ モ チ シダ

の 葉間で 1985年 6 月30日 に初見。以後 ， 垂水市猿ヶ

城渓谷の イワ タバ コ の 葉間で
， 牧園町新川渓谷の

ア ラ カシ林，宮崎県児湯郡木城町大瀬 内林道 の コ

ジイ林 ， 西米良村越野尾 ， 熊本県八代郡泉村 な ど

で 生息分布を認め た 。

一見 モ リチ ャ バ ネゴキブ リ

に似て 頭胸板 （前胸背）が半透明な の で容易に 区

分 で きる。こ れ まで の 調査資料で は
， む しろ内陸

部の 常緑照葉樹林帯林縁部 の マ ン ト群落 に従属性

が認 め ら れ る よ う で あ る 。

　（13） キチャ バ ネゴ キブリ

　1989年 4 月15 日 ， 大分 県東国 東郡 国東町 の 鉄筋

3 階建校舎屋上 の 雨水排水溝バ ー
ス ク リ

ー
ン に漂

着 した ク ロ マ ツ 及びタブノキ の 枯枝に 静止中の 個

体が 初見 。 雲仙 で も採捕 さ れ て い る 嘲 比奈，私

信1990）と の こ と で あ るが現在で は海岸ク ロ マ ツ

林，タブ林，海浜漂着物を対象に継続調査中であ

る。

　（14） キス ジゴキブ リ

　現在 の と こ ろ九州北西部 を除い て
一般的に知見

さ れ る種 で ある 。 低木層，草本層，自然崖袖群落

な どの 樹枝葉の 間で ビ
ー

テ ィ ン グに よりよ く採捕

され る。環境と して は陰樹林に 属 すが ， 通風 陽

当 り良好で
，

や や 乾燥気味の枝葉間に 目撃す る こ

とが多 い 。 陰樹 林 の 環 境指標性 を もつ 傾 向が 認 め

ら れ継続調査中 。

　（15） ツ チゴキブ リ

　1990年 7 月 ， 宮崎県 児湯郡 高鍋町蚊口 浦ク ロ マ

ツ林内の 生活 ゴ ミ投棄場所 を手掘 り中， 偶然採捕

した 。 そ の の ち都井岬 ， 内之浦町 な どで 知見 し た

に とどま り ， 地点分布記録 に とどめ て お く 。

　  　オガサ ワラ ゴキ ブリ

　1988年 8 月 ， 別府市観海寺の ア ラ カ シ林林縁 の

民 家で 東向き崖地斜面下 の 砂地壁 ぎ わを歩行。温

泉排水溝の 直近で あ り，定着性が十分考え られる

嘲 比奈， 私信 ，
1990）もの と 見 て 継続調査 中 。

　（11） サ ツ マ ゴキ ブリ

　1955年 7 月 ， 鹿児島県肝属郡佐多町古里 で 初見。

当時は種名も知 らず 「熱さ ま し の 薬」 な どと聞い

て興 味を持 っ た程度で あ っ たが ， そ の 後 1978年 6

月 ， 大分 県津久 見市長 目浦 ，
1979年 5 月 ，熊本県

牛深市加世浦，天草郡河浦町 ， 天草郡倉岳町宮田 ，
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1979年 8 月 ， 大分県南海部郡鶴見町大島地下浦な

ど で 相次い で分布 を確認 した 。爾来九州地 方に お

け る こ の 種 の 分布に つ い て は沿海性種で あ る こ と

を示す分布状況が認め ら れ る。 こ と に こ の 種 の植

生に対す る従属性は ，ア ラカシとオ ニ ヤブ ソ テ ツ

の リターに 最 も顕著で あ る 。 ウバ メ ガ シ林 ， トベ

ラ
ー

マ サキ海岸低木林 ， ダ ン チ ク林 ，
コ ジ ’f林，

ス ダジ イ林など の林縁部で ， 日当た り良好な通風

乾燥地 に 多く知見 され る 。 内之浦町甫与志岳〜垂

水市高隅山地 に か けて は，伐採 され た渓谷ぞ い に

上流側 ま で 分布 が認め られ る特徴が あ る 。

　（1S｝ マ ダラ ゴ キブリ

　 1985年 6 月，鹿児島県肝属郡 内之浦 町岸良，湯

ノ谷温泉 で 初見 。 爾来，1986年 6月，鹿児島県垂

水市猿 ヶ 城所在 ，
お はん川流域 ， 姶良郡牧園町下

中津川所在，和気神社周域，同栗野町 ， 蒲生 町，

宮之城町，出水市，熊本県人吉市 ， 水俣市な ど で

知見 した 。 宮崎県下
〜

熊本県東部山地一
大分県南

部 山地 な ど で は イ チ イガ シ林 ，
コ ジ イ林，ア カ ガ

シ林 ， イ ス ノ キ林，タ ブ林 ， ア ラ カ シ林 ，
ス ダジ

イ林な ど，主と して 常緑照葉樹林 に分布 し，一部

モ ミ ・ツ ガ林 に も知見さ れ る。 こ の 種 の植生従属

性 に つ い て は継続調査 が必要で あり，現段階で は

知見 資料 に も偏 り があるの で ， 環境指標性が認め

られ る もの とだけ記載して お く。但 し ， 本報文 で

特に こ の 種 の 幼生の 越冬期 に半水生種 で あ る特性

が示 さ れ る こ と を記載 し て お く。1991年 2 月宮崎
　 　 　 　 　 　 　 お 　 せ うち

県児湯郡 木城 町大瀬内林道 の ア カ ガ シ林林縁 の 渓

流で ，1991年 3 月鹿児島県姶良郡栗野町佃川支流

で
，
1988年 1 月 ， 大分県南海部郡宇目町藤河内で ，

そ れ ぞれ採捕さ れ た 幼生 は朝比奈 （東京在住）に

よ り本種 の 幼生と同定 された もの と同
一

種 で ある

こ と が判明 した 。 水際 の 石 に 落葉が 流積 した場所

の 水中で水没 した石 に へ ば りつ い て い る状態 で 知

見され るが，水没 した流積落葉 の 間に も越冬 し て

い る こ とか ら水際〜水中の 幅広 い越冬環境 を示 し

て い る もの と考え ら れ る 。

　〔19） オ オゴキ ブリ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 き ざん

　1974年 11月 ， 大分県 日田市亀 山公 園の ス ダジ イ

根株で 初見 。爾来，宇佐市宇佐八 幡宮社寺林の ス

ダジイ，臼杵市津久見島の ス ダジ イ林 など主 と し

て ス ダジ イの 生育木 に 食入 して い る 例が 多か っ

た 。 然 し知見例が増加す る に つ れ て 1978年 5月 ，

大分 市九六 位山経塚 では コ ジイ立枯れ 樹 に ，1981

年 4 月 ， 南海部郡宇 目町，大野郡三 重町な ど で ア

カ マ ツの 松枯れ樹 で
，

1982年 7月 ， 大分〜福岡両

県境の英彦山，犬 ヶ 岳で ウ ラジ ロ ガ シ，ア カ ガ シ

の 倒木で
，
1991年 4 月鹿児島県屋 久町麦生で マ テ

バ シイ倒木 ， 栗生 の サ ン ゴ の 浜で樹種不明の漂着

木 （li　130cm）で 採捕 した事例が集積 し た が
，

こ

れ もま た常緑照葉樹林に従属性が認 め られ る傾向

が高 い 。アカ マ ツ の松枯れ樹 1 例 は コ ジイ再生林

に 混 交 し た ア カ マ ツ で あ り， こ の 点 ケース バ イ

ケー
ス で の 判断が要求 され 継続調査 中で ある 。

　  　クチキ ゴキブリ

　1989年11月以来調査中で あ り ， オ オ ゴ キブ リの

生息分 布と 重合 し て い る 予測は 可 能性 があ る。然

し な が らオオ ゴ キブ リと異 っ て 倒木 の 若干腐朽 が

進 んだ もの や リタ
ー内で も発見 され

，
こ の点 ， オ

オ ゴ キブ リよ りも環境選択性 に幅が あるの か も知

れ な い 。知見資料 も地域が 限 ら れ て い る の で
， 本

報文で は一部分布地域 を掲記す る に とどめ た 。

　 ま　 と　 め

　野外性 ゴ キブ リ類g）フ ィ
ー

ル ド知見 な どを集積

し て九州本島及 び屋久島の ゴ キ ブリ類の 分布 をと

りまとめ た 。 こ の 結果 ，   ワ モ ン ゴ キ ブ リ，
コ ワ

モ ン ゴ キブ リの 生息分布地拡大 に流通機構が干渉

して い る こ と，  ヤ マ トゴキブリの 分布拡散に交

通手段の 干渉が 認 め られ る こ と
，   オ ガサ ワ ラ ゴ

キ ブ リ ， ヒ メ ク ロ ゴ キブ リの 大分県下生息分布が

知見 さ れ た こ と
，   ク ロ モ ン チ ビゴ キ ブリが沿海

照葉樹林帯で 普通種 で あ る こ と ，   サ ツ マ ゴ キ ブ

リが長崎〜大分以南の 沿海性生息分布を示して い

る こ と ，   マ ダラ ゴ キブ リの 幼生が半水性生活型

で越冬す る こ と，  ウル シ ゴキブリの 越冬は カ ナ

ヘ ビの 越冬穴で 同居越冬す る こ と
， な ど の 新知見

を紹介した 。

　こ の よ うな 調査結果を検討 し
， 野外生 の ゴ キブ

リ類に は森林の 組成や 遷移段階など に応 じて
， 生

活環 境選 択性に 指向性が認め られ る傾向が あ る 。

一 38一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The society of Urban Pest Management, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　sooiety 　of 　Urban 　Pest 　Management 厂　Japan

い わ ば，森林 の 群落組成や世代交替や遷 移段階 に

従属性を追求出来る見通 しが あるため ， 今後 ，
こ

れ ら の 「環境指標性」 に つ い て 追跡調査 が の ぞ ま

れ る
。
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